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固
定
資
産
税
が
急
に
高
く
な
っ
た
の
で
 

す
が
…
。

　
　
平
成
十
五
年
四
月
に
住
宅
を
新
築
し

ま
し
た
が
、
平
成
十
九
年
度
分
か
ら
固
定

資
産
税
が
高
く
な
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

　
　
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
に
当
た
る
と
き
は
、
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら
三
年
度
分（
三

階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
に
つ
い
て
は
五

年
度
分
）
は
、
そ
の
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
が
二

分
の
一（
床
面
積
の
う
ち
百
二
十
㎡

ま
で
の
分
）
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
の
場
合
も
前
年
度
分
ま
で
減
額
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
年
度
間
の
減
額
適
用
期
間
が

終
了
し
、
今
年
度
か
ら
本
来
の
税
額
に
戻
っ
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
新
築
住
宅
の
減
額
制
度
は
固
定
資
産
税
の

み
適
用
さ
れ
、
都
市
計
画
税
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税のＱ＆Ａ問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
固
定
資
産
税
担
当

　
　
　
　
　
　
　
        緯
映
２
０
１
７

指導の方針
力・文化力の向上 in 芦屋

問い合わせ　学校教育課　緯38-2087

　
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
幼
児
期

か
ら
の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
必
要
で

す
。
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
を
実

践
す
る
た
め
に
も
家
庭
教
育
の
重
要
性
を

　
心
の
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
、
人
間
尊
重
の
精
神
や
生
命

に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
具
体
的
な
生
活
の

中
に
生
か
せ
る
よ
う
、
幼
児
児
童
生
徒
の
内

面
に
根
ざ
し
た
道
徳
性
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

　
ま
た
、
い
じ
め
を
初
め
と
す
る
様
々
な
課

題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
体
験
的
・
実
践

的
な
活
動
を
通
し
て
、
人
間
と
し
て
よ
り
良

く
生
き
る
た
め
の
基
本
的
な
心
構
え
や
行

動
の
仕
方
が
大
切
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
す

べ
て
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
未
来
に
向
け

て
人
生
や
社
会
を
切
り
開
く
実
践
的
な
力

を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
児
児
童
生
徒
に
「
自
分
、
相
手
、

全
体
」
の
関
係
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

自
己
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
相
手
に
対

す
る
思
い
や
り
、
社
会
規
範
意
識
を
高
め
る

た
め
の
指
導
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
幼
児
児
童
生
徒
の
多
く
は
、
人
間
関
係
を

作
る
の
が
苦
手
で
、
困
難
と
直
面
し
た
と
き

の
自
分
と
向
き
合
え
な
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
体
力
・
運
動
能
力
は
低
下
傾
向
に

あ
り
、「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
上
で
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
は
、
公
正
さ
を
重
ん
じ
る
精
神
、

思
い
や
り
の
心
、
我
慢
す
る
心
、
克
己
心
を

培
う
な
ど
、
幼
児
児
童
生
徒
の
心
の
育
ち
に

寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
、

幼
児
児
童
生
徒
が
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
や
芸

術
に
ふ
れ
、
そ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う

こ
と
に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親

し
む
態
度
、
芸
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
て

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
体
力
や
気
力
を
支
え
る
に
は
、
健

康
で
安
全
な
生
活
を
送
る
基
礎
を
培
う
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭

や
学
校
医
等
と
連
携
し
、
教
育
相
談
機
能
を

生
か
し
な
が
ら
、
幼
児
児
童
生
徒
自
ら
の
心

身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
よ
う
努
め

ま
す
。

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
個
性

や
能
力
を
伸
ば
す
教
育
を
進
め
る

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
心
の
教
育
の
充
実
を
図
る

厳
し
さ
に
耐
え
る
心
と
体
を

育
て
る
教
育
を
進
め
る

　
保
護
者
お
よ
び
地
域
住
民
と
信
頼
関
係

を
深
め
、
自
ら
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
積
極

的
に
情
報
を
提
供
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す

よ
う
努
め
ま
す
。
特
に
、
学
校
評
議
員
等
を

活
用
し
学
校
評
価
の
定
着
を
図
り
、
心
身
と

も
に
健
や
か
な
「
人
間
力
」
の
育
成
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
幼
児
児
童

豊
か
な
「
人
間
力
」
を
は
ぐ
く
む

学
校
園
づ
く
り
に
努
め
る

　
教
職
員
は
、
「
教
育
は
人
が
人
を
教
え
育

て
る
」
を
旨
と
し
、
教
育
公
務
員
と
し
て
の

使
命
感
と
倫
理
観
を
持
つ
と
と
も
に
、
豊
か

な
人
間
性
の
 涵
養
 に
努
め
、
専
門
性
と
実
践

か
ん
よ
う

的
指
導
力
の
向
上
お
よ
び
社
会
の
変
化
に

教
師
自
ら
の
研
究
と
修
養
に
努
め
、

指
導
力
の
向
上
を
図
る

体の調和した「人間力」の育成～

学
校
教
育
　
　
　

五
つ
の
重
点
項
目形成するための「文化力」の向上～

問い合わせ　生涯学習課　緯38-2091

生
徒
が
元
気
で
楽
し
く
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
学
校
園
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
不
審
者
の
侵
入
へ
の
対
応
や
通
学
路

の
安
全
確
保
な
ど
、
家
庭
・
地
域
と
の
積
極

的
な
連
携
の
下
に
、
青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
に
よ
る
子
ど
も
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

危
機
回
避
能
力
を
身
に
付
け
る
指
導
と
し

て
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
姿

勢
の
育
成
も
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
基
礎
・
基
本
の
徹
底
し
た

定
着
を
図
る
た
め
、
本
年
度
も
継
続
し
て
、

チ
ュ
ー
タ
ー（
学
習
指
導
員
）
を
配
置
し
、
特

に
数
学
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
、
中
学
年
児
童
に
学
力
の
遅

れ
が
生
じ
な
い
よ
う
、
新
た
に
チ
ュ
ー
タ
ー

（
学
習
指
導
員
）
を
配
置
し
、
ど
の
子
に
も

「
分
か
っ
た
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
基
礎
学
力

の
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心

等
に
応
じ
て
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

の
教
育
力
を
活
用
し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解

決
す
る
資
質
や
能
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援

教
育
セ
ン
タ
ー
構
想
の
下
に
、
専
任
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
要
支

援
児
童
生
徒
の
カ
ル
テ
づ
く
り
、
教
育
相

談
・
各
学
校
園
の
指
導
助
言
、
関
係
機
関
と

推進方針

体

の
連
絡
調
整
・
情
報
管
理
等
、
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
を
支
援
す
る
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
　

リ・サルガヴォーなど世界の名立た

ムリンスキー：弦楽四重奏曲 ホ短調

乙女」

ローソンチケット(Ｌコード54850)

わせ　市民センター　緯31-4995

中学校の授業の１コマ

“自然”に学ぶ園児たち

QA

平
成
　
年
度
芦
屋
の
教
育
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『
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
素
晴
ら
し
い
』
、
学
校
園
を
訪
問
し
て
実
感
し
ま
す
。
次
代
を
担
う
芦
屋
の

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
大
人
の
責
務
だ
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。
　

　
教
育
は
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
と
し
て
、
教
育
に
か
か
る
改
革
が
め
ま
ぐ
る
し
い
速
さ
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
義
務
教
育
の
構
造
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
示
、

教
育
基
本
法
の
改
正
、
教
育
再
生
会
議
の
設
置
等
、
次
々
と
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
県
レ
ベ
ル

で
は
、
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
の
推
進
、「
兵
庫
の
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
推
進
等
が
、
県
民
の

参
画
と
協
働
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
教
育
改
革
の
方
向
を
受
け
て
、
芦
屋
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
教
育
の

方
針
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
九
年
度
は
、
「
人
間
力
・
文
化
力
の
向
上
　
芦
屋
」

in

を
基
調
と
し
て
、
目
標
の
具
現
化
へ
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
で
は
、「
知
・
徳
・
体
の
調
和
し
た『
人
間
力
』
の
育
成
」
を
目
標
に
、
学
力
の
向
上
を
中
心
と
し

て
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
社
会
教
育
で
は
、「
心
豊
か
な
社
会
の
形
成
の
た
め
の『
文
化
力
』

の
向
上
」
を
目
標
に
、
社
会
教
育
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
、
文
化
行
政
懇
話
会
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

芦
屋
ら
し
い
品
格
の
あ
る
文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
針
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
わ
が
街
―
芦
屋
」
ら
し
い
教
育
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●あいさつ●

教育長　　　　　

　　　　藤原　周三

５

｢オープンガーデン2007」開催

ウィーン・ア

問い合わせ 
　ラポルテ市民サービスコーナー　緯31-3130

■窓口ご利用時間

　平日(月～金曜日)　午前10時～午後７時

　土・日・祝日　　　午前10時～午後５時

■休業日　４月19日(木)・５月10日(木)

■交付内容　住民票の写し、印鑑証明書、戸籍

　全部・個人事項証明書、外国人登録原票記載

　事項証明書、市民税県民税課税証明書、固定

　資産課税台帳記載事項証明書等

【ご注意】土・日・祝日と平日の午後５時15分以降、

　除籍・改製原戸籍謄抄本、税務証明等は申請受

　付のみで、証明書発行は翌開庁日となります。

　※各種届出・登録の手続きは、市役所市民課へ。

ラポルテ市民サービスコーナー

　
春
を
彩
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
や
芦
屋
を
訪
れ
る
か
た
に
市
内
の
花
壇
、

花
い
っ
ぱ
い
の
ご
家
庭
を
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
見
学
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
、

公
園
緑
地
課
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

総
合
公
園
緑
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　
四
月
二
十
一
日
  ～
 三
十
日
、
午
前
十
時
～
午
後
四
時

※
 一
部
の
庭
園
に
つ
い
て
は
開
催
日
を
限
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

住民緑化団体管理の花壇44カ所、個人の庭園６カ所、店舗３カ所、集会所１カ所　計54カ所

問い合わせ

公園緑地課　緯38-2065

会　　場団体名・個人名(敬称略)
東芦屋町24-31岩田英子１
朝日ケ丘町40-19エクセレンス花の会２

朝日ケ丘町４-13
レスタージュ芦屋北棟

グリーンクラブ
３

朝日ケ丘町５-20
レスタージュ芦屋南棟

グリーンクラブ
４

東山町26-２廣井眞智子５

東山町17 東山北公園
東山町自治会美化推進

花づくり部会　
６

岩園町25-１ 岩園交番
あしやＹ０倶楽部美化

グループ
７

岩園町７ 岩園公園
岩園町自治会緑化

グループ
８

東山町12 東山公園パークふれ愛の会９
船戸町４・大原町10ラポルテ花と緑の会10
船戸町４ラポルテ連合会11
船戸町１-25アルパ芦屋管理組合12
月若町２-17レストラン ベリーニ13
前田町５前田公園前田町花とみどりの会14

前田町７-14
カフェ＆ホビーサロン

ギャラリー樹
15

津知町２津地緑地津知緑地会16

津知町３津知北公園津知北公園会17

津知町14津地南公園津知南公園さくらの会18
川西町１１川西南公園川西南公園めだかの会19

川西町さくら通り
川西町を花と緑でいっ

ぱいにする会
20

茶屋之町11-５ボランティア芦之原会21
三八通り芦屋市商工会女性部22
茶屋之町１-17ツボサカクリーニング23
業平町６－３仁木　なをみ24
大原町５大原東商店会125
翠ケ丘町18-11藤原　光子26
楠町16-５三田谷学園27

会　　場団体名・個人名(敬称略)
春日町13 春日公園春日町自治会28
精道町８ 精小前広場精道町自治会29
竹園町３-23川北　幸子30
松浜町８松浜町自治会31
松浜町８ロイヤル緑守会32
松浜町６-９多木万壽雄・玉江33

若宮町９ 若宮緑地
若宮町自治会(花と緑

を守る会)
34

西蔵町宮川沿い西蔵町自治会花回廊35
西蔵町８

　西蔵第２児童遊園

西蔵児童公園グリーン

クラブ
36

西蔵町11-１６西蔵集会所37
浜町11-６ベル薔薇クラブ38

南宮町13-１

ファミール芦屋ガーデ

ンスクェア管理組合

ガーデニングの会

39

南宮町17 南宮浜公園東南会花壇40

大東町18-６
芦屋ハイタウン管理組

合緑化委員会
41

大東町８－５ラ・アセーラ芦屋園芸部42
潮見町31-１ 喜楽苑潮見南ボランティア会43

潮見町２ 西浜公園西浜公園を楽しむ会44

緑町５ 緑公園緑町西地区自治会45

若葉町２
アステム芦屋ＡＢ棟管

理組合園芸クラブ
46

若葉町４若葉町公社住宅自治会47
若葉町７若葉町7番自治会48

高浜町９芦屋浜第１住宅自治会49
浜風町15浜風南公園浜風南自治会50
浜風町21浜風東公園浜風町一街区自治会51
陽光緑地西側アシアン・ユリオプス52
陽光町６陽光農園クラブ53
潮芦屋緑地　バーベ

　キューコーナー前
花朗会花壇54

人間力

学校教育　問

　
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
性
の
構
築
に
は
、

身
近
に
文
化
に
触
れ
、
文
化
性
を
感
じ
ら
れ

る
場
と
し
て
の
拠
点
づ
く
り
、
人
と
人
が
集

う
こ
と
の
で
き
る
場
所
の
提
供
な
ど
、
機
能

を
最
大
限
に
引
き
出
す
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　
市
民
が
日
常
生
活
の
中
で
「
文
化
・
学
習
・

福
祉
」
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
場
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
行
政
が
、
そ
の
よ
う
な
場

の
提
供
や
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
心
豊
か
な
社
会
を
形
成
す
る
た

め
の
「
文
化
力
」
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
文
化
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
、
市
民
と
手
を
携
え
て
芦

屋
の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
基
本

に
、
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
な
ど
社
会
が

激
し
く
変
化
し
て
い
る
今
日
、
人
々
が
生
涯

の
い
つ
で
も
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
が
適
切
に

評
価
さ
れ
る
よ
う
な
「
生
涯
学
習
社
会
」
を

実
現
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
増
大
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
人
々
が
生
涯
を
通
じ

て
学
習
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
人
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
環
境
を
整
備
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
身

近
で
利
用
し
や
す
い
学
習
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
図
書
館
、
公
民
館
、
美
術
博
物
館
、

体
育
館
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
生
涯
学

習
施
設
の
整
備
や
講
座
等
の
学
習
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

心
豊
か
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め

の
「
文
化
力
」
の
向
上
を
図
る

生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
向
け

　
社
会
教
育
は
青
少
年
お
よ
び
成
人
に
対

し
て
行
わ
れ
る
組
織
的
な
教
育
活
動
で
あ

り
、
人
々
の
多
様
な
学
習
要
求
に
対
応
す
る

た
め
、
各
種
の
学
習
や
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
芸
術
文
化
活
動
な
ど
幅
広
い
学
習
機
会

を
提
供
し
て
お
り
、
生
涯
学
習
社
会
の
構
築

に
向
け
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　
社
会
の
変
化
に
伴
う
人
々
の
多
様
化
・
高

度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
や
生
涯
学
習
社
会

の
進
展
な
ど
の
新
た
な
状
況
に
対
応
し
た

社
会
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
の
新
た
な
展
開
を
目
指

し
て（
生
涯
学
習
時
代
の
社
会
教
育
）

的
指
導
力
の
向
上
お
よ
び
社
会
の
変
化
に

対
応
し
た
教
育
観
を
培
う
こ
と
を
目
指
し

て
、「
教
師
力
」
を
高
め
る
た
め
に
研
究
と
修

養
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
打
出
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
さ
ま

ざ
ま
な
研
修
講
座
等
を
活
用
し
、
教
職
員
の

資
質
と
指
導
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
 綱
紀
粛
正
 に
努
め
、
個
人
情
報
の

こ
う
き
し
ゅ
く
せ
い

管
理
に
つ
い
て
も
適
切
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

～知・徳・体

～心豊かな社会を
社会教育　問

人間力

学校教育の

学校力

教師力

知 徳

 「緑化等環境保全事業」
   費用の２分の１を助成
　市民・事業者等の環境保全への

取り組みを推進するため市内で実

施される緑化や植樹などの事業

（生垣緑化や壁面・駐車場・屋上な

どの緑化)に必要な費用の２分の

１(限度額20万円)を助成します。

■申し込み　公園緑地課据え置き

の所定の申込用紙に必要事項をご

記入の上、５月15日(火)までに下

記へ。＊審査の上、助成金の交付

を決定します。交付対象額が予算

額を超える場合は抽選となります。

社
会
教
育
　
　
　

三
つ
の
重
点
項
目

　ウィーン楽友協会をはじめニューヨーク・カーネギーホール、パリ

るホールで鳴り止まない拍手と喝采を浴びた本格実力派カルテット！

■日　時　６月13日(水)午後７時開演(午後６時30分開場)

■会　場　ルナ・ホール

■演奏曲　ハイドン：弦楽四重奏曲 第81番 ト長調 作品77－1／ツェム

　　　　　シューベルト：弦楽四重奏曲 第14番 ニ短調 Ｄ810「死と乙

　　　　　※やむを得ず、曲目が変更となる場合があります。

■料　金　前売4,000円(当日4,500円)<全席指定>

■チケット発売所　＊前売開始４月18日(水)予定

　市民センター事務所、グリル業平、市役所売店、モンテメール大蓄、

問い合わ

●
現
地
見
学
（
大
阪
城
）

　
生
涯
学
習
で
、
芦
屋
か
ら
運
ば
れ
た
石
を

見
学
に
参
加
す
る
市
民
（
写
真
・
右
）

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。

７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】

不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化学的

酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

「下水」の水質検査結果　下水処理場　緯32-1291

活性汚泥
法処理に
よる基準

平成19年3月7日平成19年2月28日
項　目

　　
試験日

晴　れ雨／晴れ天　　　候
10.9℃12.1℃気　　　温
処理水流入水処理水流入水検　水　名
19.617.918.817.5水　　　温（℃）

5.8～8.6　7.2　7.5　7.0　7.6Ｐ　　　Ｈ
70以下4133398Ｓ　　　Ｓ（葵/渥）
20以下　7.6122　7.0108Ｂ　Ｏ　Ｄ（葵/渥）

3,000以下019,000020,000大腸菌群数（個/悪）
前　日　晴　れ
前々日　雨／晴れ

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

備　　　　　　考


